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動機

地理院さんの主催する国内実験に参加した水沢
のＫ５／ＶＳＳＰにおいて、４ユニット中１ユニット
（４ｃｈ）だけクロックオフセットが５μ秒異なる観
測が図らずも行われてしまった

Ｋ５データ用バンド幅合成ソフト（KOMB)はこうし
た事態は想定していなかった

ＫＯＭＢの改修により何とか水沢を含んだ基線の
相関データをレスキューできないだろうか



バンド幅合成処理ソフトの役割
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周波数と位相差
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周波数と位相差
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クロックオフセットの定義
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クロススペクトルの補正
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（１）クロックオフセットが無い場合

（２）クロックオフセットが有る場合
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したがって

予測遅延

幾何学遅延



クロススペクトルの補正（続）
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)(taτ ss /103 6−×の最大値は地球上では

xa ttf ∆)(2 τπ今、受信周波数を8GHz、Δtxを1μsとすると、 は0.15ラジアン

この項を無視すると

多くの場合
無視可能

ここで は真のクロックオフセットと相関処理に使用した
クロックオフセットの差

クロススペクトルの補正（続）
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（３）予測値計算に使ったクロックオフセットと
実際のクロックオフセットが異なった場合

ytδ



ＰＣＡＬ位相の補正

xPCAL tf ∆π2

検出されたＸ局、Ｙ局のPCAL位相にそれぞれ、

を加える

ここで

yPCAL tf ∆π2

PCALf はPCAL周波数

全ｃｈでクロックオフセットが
同じ場合はこの補正は不要
（すべてのｃｈに同じバイアス
位相が加わるだけなので）

具体的なクロススペクトルの補正
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ビデオ帯域内
周波数

RF周波数

多くの場合無視可能



実際の処理例

まとめ

バンド幅合成ソフト（ＫＯＭＢ）を改修し、チャネルバンド幅合成ソフト（ＫＯＭＢ）を改修し、チャネル
（ユニット）毎にクロックオフセットが異なった場合（ユニット）毎にクロックオフセットが異なった場合
においてもバンド幅合成が行えるようにしたにおいてもバンド幅合成が行えるようにした

実際のデータに適用した結果も良好であった実際のデータに適用した結果も良好であった

ユニットの時刻が１秒ずれたデータもレスキューユニットの時刻が１秒ずれたデータもレスキュー
できた（今までは生データの時刻を書き替えて処できた（今までは生データの時刻を書き替えて処
理するしかなかった）理するしかなかった）


